


































































































































※１　本稿は 2013 年３月 22 日に行われた尚絅談話会の講演内容の一部を改編してまとめた。
「永遠の愛を宣べ伝えるために」
－演奏する極意を追い求めて－
土　田　定　克（子ども学科講師）
【主旨】
　「何故、何のためにピアノを弾くのか」― 演奏することの意義を、物心ついた頃から追求
してきた。青年期において摑んだそれは「人々の喜びのため」であった。しかしこの定義では、
陰律や悲劇性を含む全ての音楽の存在意義を包括しきれなかった。そして最近、長い時を経て
ついに究極の意義に辿り着いた。それは「永遠の愛を宣べ伝えるため」である。
【背景】
　この二年間、大切な人と別れることが相次いだ。震災をはじめ、家族の一人もこの世を離れ
ていった。そして去年の暮には恩師メルジャノフ教授が永眠された。この敬愛する恩師の訃報
を受けた時、なぜかシューベルト最晩年の『即興曲　変ト長調　作品 90 －３』が脳裏で流れ
出した（この曲は少年の頃♭が６つもある調号のせいで譜読みに挫折して以来、触れてこな
かった曲である）。しかもそれに追い討ちをかけるかのように本学子ども学科の石田一彦教授
が急逝された。石田先生はたった前日、学科会で「あんまりぎすぎすしない方がいいよ」と鶴
の一声を放ったばかりである。益々この曲が、頭から離れない。その理由を究明したいという
思いから本学学生にもこの曲を奏でてその感じたところを問うてみたりした。そうした探求の
末にとうとう見出したものは、思い出を振り返るようなこの曲の底辺に流れる深い悲しみの雫
であった。強いて言えば、これぞ涙を湛えた「惜別の歌」なのである。因みに、この曲の作ら
れた丁度 1827 年の３月にシューベルトの深く慕っていたベートーヴェンが他界している。
　その様に敬愛する人々を次々と見送る中で、普段にも増して「永遠」について思いを巡らす
